れて しまった。 実に 不可解な 現象と 言わなければ なる 

一 一、 ヽ o 

,3 レ 

それ はとに かく、 実に 幸いな ことに は 事件の 発生 時 

刻が 朝の 開場 間ぎ わであった ために、 入場 顧客が 少な 

かった からこ そ、 まだ あれ だけの 災害で すんだ ので あ 

るが、 あれが もしゃ 昼食時 前後の 混雑の 場合で も あつ 

たと したら、 おそらく 死傷の 数 は 十数 倍で は 足りず、 

事によると 数千の 犠牲者 を 出した であろうと 想像 させ 

る だけの 根拠 は ある。 考えても ぞっとす る 話で ある。 

しかし そういう 場合で あっても、 もしも 入場して いた 

巿民 がその ような 危急の 場合に 対する 充分な 知識と 訓 



リ —， ^とで 燃え 方が どうちが うか、 そういう 事に 関す 

ばくぜん 

る 漠然たる 概念で もよ いから、 一度 確実に 腹の 底に 落 

ちつけ ておけば、 驚く に は 驚いても 決して 極度の 狼狽 

から 知らず知らず 取り返し のっかぬ 自殺的 行動に 突進 

する ような ことはなくて すむ わけで ある。 同時に また 

消防 当局の 提供す る 避難 機関に 対する 一 通りの 予備 知 

識と、 その 知識から 当然 生まれる はずの 信頼と を もつ 

ており さえ すれば、 たとい 女子供で も、 そう あわてな 

くて すむ わけで ある。 

しかし このような 訓練が 実際 上 現在の この 東京 巿民 

にい かに 困難であろう かとい う 事 は、 試みに ラッシュ 



場合に 記録され ている。 しかし 人数の 桁 数の ちがう デ 

パ —„ ^であ つ たら はたして どうであろう。 

これに 処 する 根本的 対策と して は 小学校 教育なら び 

に 家庭教育 において 児童の 感受性 ゆた かなる 頭脳に、 

鮮明なる しかも 持続性 ある 印象と して 火災に 関する 最 

重要な 心得の 一 般を 固定させる より ほかに 道 はない よ 

うに 思われる。 

現在 の 小学校 教育 の 教程 中に 火災の 事が どれ だ け の 

程度に 取り扱われて いるかと いう ことに ついては 自分 

はま だ 全く 何も 知らない。 しかし どれほど 立派な 教程 

があって も、 それの 効果が 今日 われわれの 眼前に あま 



ぎ ん ざいとう や 

話 は 変わる が 先日 銀座 伊 東屋の 六 階に 開催され たソ 

ビ エト ロシア 印刷 芸術 展覧会と いうの をの ぞいて 見た _ 

かの 国の 有名な 画廊に ある 名画の 複製 や、 アラビア ン 

ナイトと デ カメロ ン の 豪華版 や、 愛書家の 涎 を 流し 

そうな、 芸術の ための 芸術と 思われる 書物が 並んで い 

て、 これに はちよ つと 意外な 感じ もした。 そのほかに 

なかなか 美しい 人形 や 小箱な ども 陳列して あつたが、 

いちばん 自分の 注意 を ひいた の は 児童 教育の ために 

へ ん さん 

編纂され た 各種の 安直な 絵本であった。 残念ながら わ 

が 国の 書店 や デバ— ト 書籍 部に 並んで いる あの 職人 仕 

立ての 児童 用 絵本な どと は 到底 比較に も 何もなら ない 



ので は あるまい と 信ずる ので ある。 科学 国の 文化への 

貢献と いう 立場から 見れば、 むしろ、 このほうが 帝展 

きんぱい 

で 金牌 を もらう よりも、 もっとも つと はるかに 重大な 

使命で あるか もしれ ない ので ある。 

(昭和 八 年 一 月) 
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